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ア レ ル ゲ ソ 特異的 IgE抗体 の 新 しい ス ク リ
ー

ニ ン グ法 Quidel

Allergy　Screenの 皮膚試験 ・ RAST との 比較検討
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　Quidel　 Anergy 　 Screen （QAS ）は 1枚 の 試験紙 で 9種 の ア レ ル ゲ ン に 対す る 特異的 lgE 抗体 を

肌 ISA に よ り測定 す る 方法 で あ る ．今回 QAS が ア レ ル ゲ ン 特異 的 IgE 抗体 の ス ク 1丿一ニ ン グ法 と し

て有用 で あ る か 否 か を検討 す る た め，こ れ ら 9 種 の ア レ ル ゲ ン （HDI ，
　HD2

，
　D．　Pteronyssinus，　 D．　 far−

’n∂e，ス ギ ，
ブ タクサ，ネ コ ，ハ ル ガ ヤ ，卵白）に対す る QAS に よ る IgE 抗体価と プ リ ッ ク テ ス ト， 皮

内テ ス トお よ び RAST の それ との 間 の
一致率お よび相関 を調べ た．対象はア トピー性気管支喘息患者93

名 と健常人 25名 と し た．QAS に よ る IgE抗体価 は プ リッ ク テ ス ト と高い 一致率 を示 した。また皮内反応

閾値 と も 有意 の 正 の 相 関 を 示 した．さ ら に ，QAS に よ る IgE 抗体価は RAST に よ る それ と高 い 一致率

お よ び 強 い 正 の 相関 を 示 した．こ れ ら の こ とか ら，QAS は ア レ ル ゲ ン 特異的 IgE抗体 の ス ク リ
ー

ニ ン グ

に 有用 と考え ら れ る．

Key　words ： enzyme −linked　immunosorbent　assay （ELISA）　　　intradermal　test− Quidel
Allergy　Screen　　　 radioallergosorbent 　test （RAST ）

一一
skin 　prick　test

は じめ に

　気管支喘息をは じめ とす る ア ト ピー性疾患 の 診断お

よ び治療に は 原因 ア レ ル ゲ ソ の 同定 が 必須 で あ る．そ

の た め に 多数 の ア レ ル ゲ ン を
一

度 に ス ク リ
ー

ニ ン グ で

きる プ リ ッ ク テ ス トま た は ス ク ラ ッ チ テ ス トが 施行 さ

れ る．こ れ ら皮膚試験 に よ る ア レ ル ゲ ソ の ス ク リ
ー

ニ

ン グ は短時間 で 施行で き，臨床症状 と の相関も高 く，

ま た 安全で あ る こ とか ら広 く行 わ れ て い る
1｝．し か し，

皮膚試験で は 施行前に抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 な どの 抗 ア レ ル

ギ ー薬，抗喘息薬 を
一

時中断す る 必要がある こ と，皮

膚描 画症 （dermographism ）な どに よ る皮膚反応性 の

個 人 差 が 欠点 で あ る
t）．

　 こ れ らの 皮膚試験とともに ， 特異的 IgE抗体を直接

測定 で ぎる radioallergosorbent 　test （RAST ）が原因

ア レ ル ゲ ン の 同定 の た め に 広 く用 い られ て い る
2）．ま

た RAST に よ る特異的 IgE抗体価 は 皮膚試験 お よ び

誘 発試験 の 結果 と 良 く
一

致す る こ と も知 られ て い

る
3 ）
− 11 ｝．しか し 現在 の RAST は 1 枚 の paper　discに

1種 の ア レ ル ゲ ン し か 被膜 されて お らず，ア レ ル ゲ ン

の ス ク リ
ー ニ ソ グ の た め に は 必ず し も適し て い な い ．

　最近 1枚 の 試験紙を用 い て 9種 の ア レ ル ゲ γ 特異的

IgE 抗体が ス ク リーニ ン グ で ぎる enzyme ・1inked　 im・

mnosorbet 　 assay （ELISA ） に よ る 測 定 法 （Quidel
Allergy　Screen；QAS）が 開発 され た

12 ，

．そ こ で 今回

QAS が特異的 IgE抗体の ス ク リ
ー

ニ ン グ法 と し て 有

用 で ある か 否か を検討す る た め ，QAS に よ る IgE 抗

体価 を ブ リ ッ ク テ ス ト，皮内テ ス トお よ び RAST に よ

る それ と比較検討し た．

1．対象
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Abbreyiations ：　 ELISA 　 enzyme ・linked 　 im −

munosorbent 　 assay ；　HD 　house 　dust ；　 QAS
Quidel　 Allergy　Screen；　 RAST 　radioallergosor ・

bent　test

方　法

　ア ト ピ ー
性気管支喘息患者93名，健常人 25名を対 象

と した ．ア トピ
ー

性気管 支喘息 の 診断 は 米国胸部疾患

学 会 の 気管支喘息診断基準
3｝
を満た し，プ リ ッ ク テ ス

ト または RAST （0．7PRU ／ml 以上）で 1種以上 の ア レ

ル ゲ ソ に 陽性 で ある こ と と した ．健常人 は ア ト ピー
性

疾患の 症 状 ・既往 が な く，今回 用 い た 下記 9種 ア レ ル
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Quidel　Allergy　Screen の 基礎的 検討
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　　　↓
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　Fig．　 L 　Method　of 　Quidel　Ailergy　Screen〔QAS）

for　measuring 　allergen ・specific　IgE　antibody ．

v
’

ソ に 対 す る RAsT 値 0．35PRU ／ml 未 満 の 者 と し

た．

　2．Quidel　Allergy　Screen （QAS〕 の 方法 （F三g．1）

　QAS は 9 種 の ア レ ル デ ン 　（house　dust　l； HDI ，

house　dust　2 ；HD2 ，ダ ニ 1 ；Der7’natoPhagoides 　pter−

on ．vssinus ，ダ ニ2 ；Devnia　toPlutgo　ides　fa　n
’
nae ，ス ギ，

ブ タ ク サ ，ネ コ ．ハル ガ ヤ ，卵 自）を，個 々 に 被膜 し

てある paper　pad 計 9 枚 と対照用 の paper 　pad を 1

枚 の デ ィ ッ プ型試験紙上 に 貼 り合 わ せ ，そ れ を 固 相 と

して ELISA に よ リ ア レ ル ゲ ン 特異的 IgE抗体を 測定

す る方法 で あ る （Fig．1）
’2〕．ま た 対照用 の paper　pad

に は ア レ ル ゲ ン は被膜さ れ て い な い ．ま ず被験 血 清 l

ml を こ の デ ィ ッ プ型試 験紙 と室 温 で 18時 間 反応 さ せ

た ，次 に 試験紙 を 洗浄後 alkaline 　phosphatase 標識 マ

ウ ス 抗 ヒ ト IgE モ ノ ク ・ ナ
ー

ル 抗 体 と室温 で 30分反

応 さ せ た．洗 浄 後 基 質 で あ る 5−bromo・4−chloro ・3一

indlyl−phosphate （4× 10
』UM

）と室温で 30分反応 さぜ ，

青色の 発色度 を 色彩色差計 〔、ミ ノ ル タ CR −221 ）を 用 い

て 測 定 し た．

　 3．皮膚試験

　 試験 は 全 て の 薬剤 を24時間 以上休薬 し た 後 ， 被験者

前腕 に て 施行 し た．プ リ ッ ク テ ス ト に は 6 種 の ス ク

ラ ッ チ 用 エ キ ス （HD ， ダ ニ ；Dennatophagoides．far−

inae，ス ギ，ブ タ ク サ ，ネ コ ，卵白） （鳥居薬品 1を用

い た ．判定 は 20分後 に 行 い ，膨疹径5mm 以 上 また は紅

斑径 15mm 以 上 を 陽性 と し た
14）．皮内 テ ス ト は 皮内 テ

ス ト用 エ キ ス （鳥居薬品）を 用い ，1000倍希釈液よ り

10倍希釈系列 で O．02ml 皮内注射 し反応閾値を決 め た ．

なお ダ J 一に 対す る 皮内 テ ス トは ダ ニ ス ク ラ ッ チ 用 エ キ

ス 〔鳥居薬品 ） を希釈 し て 行 っ た 。判定 は 20分後 に 行

い
， 膨 疹径 9mm （平均 ） 以 上 ま た は 紅斑径 20mm （平

均 ） 以 1／を陽性 と し た 15）．

　 4．RAST

　 Phadebas　RAST キ ッ ト （Pharmacia ） を 用 い て 測

定 し た ．すな わ ち，被験1血清 〔ま た は そ の 希釈血 清）

100μ1を ア レ ル ゲ ン 被膜 paper 　discと室温 で 3 時間反

応させ た ．次 に そ の paper　discを洗浄 し，1251一
抗 ヒ ト

IgE抗体50μ 1を加え，4 ℃ で
一

晩反応させ た ．洗浄後 ，

paper 　 discの 放射活性 を γ
カ ウ ン タ

ー
に て 測定 した ．

RAST に よ る IgE抗体価 は 標準血 清 （Pharmacia）に

よ り PRU 　CPhadebas　RAST 　unit ）と して 算出 し．　 O．7

PRU ／ml 以上 を陽性 と した．

　 5．デ ー
タ 解析

　 2 変数 の 相関 は 最 小 2 乗法 に よ る
一

次回帰式 に よ り

相関係数を求 め た．

結　果

　 1．QAS に よ る IgE抗体測定 の 定 量 性

　QAS に よ る IgE 抗体測定 の 定量性 の 有無 を 調べ る

た め，ダ ニ 1 に対す る IgE抗体価高値 （372PRU！ml ）

血 清 を用 い ，その 2 倍希釈系列血 清に お け る ダ ニ 1 に

対す る QAS の 吸光度を測定 した （Fig．2）．ダ ニ 1に

対 す る QAS の 吸光度 は 512倍希釈血 清 （吸光度1．8）か

ら 2 倍希釈血清 （吸光度45．9） ま で 用 量依存性 に 増加

した ．し た が っ て ，QAS は 吸光度45以 下の 範開で 定量

性があ る と考え ら れ た IFig ．2）．ま た 今回用 い た 9種

ア レ ル ゲ ン に 対す る 健常人 血 清 の QAS に よ る 吸 光度

は 0．59± 0．29（平均 ± SD，　 n ＝225測定 ）で あ っ た た め，

N 工工
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Dilution　 of 　 serum

　Fig．2．　 Dose ・dependent 　re ｝ationship 　between　the　amount 　of 　specific 　IgE　anti
・

body　and 　the　absorbance 　by　QAS．　A 　serum 　c（mtaining 　mite −specific　IgE　antib 曜｝dy

was 　serially　diluted　with 　pooled　normal 　human 　serum 　and 　the　1−to　512・fold　diluted

sera　were 　rneasured 　by　QAS ．

Table 　 1Relationship 　between　the　reactivity 　of 　skin 　prick　test　and 　the

　　 reactivity 　of 　Quidel　Allergy　Screen （QAS ）

； S （＋）Q 〔＋ ） S （＋ ）Q（＋）＋ S （
一
）Q（

一
）

丶
1

AIIergen S （
．
＋ ）Q 〔1’ S （＋

．
〕Q （

一
） S ．r− ）Q （＋ ） S （一）Q （一）

S 〔＋ ）Q （＋）＋ S〔＋ ）Q （
一一

） Total

House 　dust　1 44 13 1 17 77．2％ 81，3％
House　dust　2 38 19 o 18 66．7％ 74．7％
勲   吻 御 z

’
砲 5

　ρ孟脚 ηy5弸 輝
37 9 1 15 80，4％ 83．9％

ヱ）6   ‘σρ瞬 o 油 ∫

彦η

’
”αr

37 9 1 15 80，4％ 83．9％

Japanese　 cedar 17 呂 9 2〔， 68，0％ 68，5％
Ragweed 7 6 2 30 53．8％ 82．2％
Cat　dander 7 8　　　　　　…

3 28 46．7％ 76，1％
Egg 　white o 1 2 32 o％ 91．4％

S 〔＋ ）or　 S　C− ）＝P 〔｝sitive 　or　negative 　in　skin 　prick　test，　Q （一ト）or　Q （ご ｝；Positive　or　negative 　by　QAS ．

吸光度1，5以．．1二 （平均 ＋ 3SD）を QAS 陽性 とした．

　2．QAS と ブ リ ッ ク テ ス ト との 相関

　QAS に よ る IgE抗体の 陰性 ・陽性 の 判別 と プ リ ッ

ク テ ス ト に よ る そ れ と の 間 に 高 い 一致率を認 め た

（Table　 1）．す なわち今回検討 し た 9種 の ア レ ル ゲ ン

に お け る QAS と プ リ ッ ク テ ス ト と の
一 致 率 は

68．5〜91．4％を 示 した ．ま た プ リ ッ ク テ ス ト陽性例 に

お け る 両 者 の
一

致率 も ネ コ ，卵 白 を除 き53．8％ 〜

80．4％を 示 し た （Table　 1）．し か し ネ コ に 対 す る ブ

リ ッ ク テ ス ト陽性例 で は QAS の
一致率は や や低か っ

た （46．7％）．ま た卵白は プ リ ッ ク テ ス ト陽性例 が 少 な

く，陽性例 に お け る デ ー
タ の 解析 は 十分 で は な か っ た

Table　2　Correlation　between　the　threshold

　 　 d（》se　of　intradermal　test　 and 　the

　　　　 titer（absorbance ）of　QAS

Allergen rvaluepvalue （n ）
．

House　dust　l 0．591 ＜0．Ol （63）

House　dust　2 0 ，547 ＜ 0．Ol （63）

加   z‘ψ ゐ卿 漉 s　　　　　　　　．
　μ 6γ卿 郷 2ηκ s

O，580 ＜ O．Ol （57）

D θ  ゆ 緬 漉 ∫

ルη
’
膨

0．595 ＜ o．Ol （57）

Japanese　cedar 0、471 ＜ O，01 （39＞

Ragweed 0，647 ＜ 0．01 （32＞

Cat　dander 0．328 く O．05 〔35）

Egg　 white
一 一

N 工工
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Table　3　Relationship　between 　the　reactivity 　 of 　RAST 　and 　the　reactivity 　of　QAS

R い
．
）Q （＋） R（＋ ）Q （＋ ，一」 R （

一
）Q 〔

一
）

Allergen R 〔＋ ）Q（＋ 〕 R 〔
．
ト）Q（一） R （、一〕Q （† ） R （

一
）Q （

一
）

R 〔＋ ）Q〔＋ ）〒R 〔＋＞Q〔
一
） Total

House　dust　l 63 7 4 44 90，0％ 90．7％
House 　dust　2 68 8 7 54 86．0％ 87．3％
ρピ脚 ごoρ1  o漉 s

　μ脚 πy∫∫翻 碼
68 7 o 43 90．7％ 94，1％

D 召   ’ψ 惣 o醜 ∫

　勲肋 α9
68 4 o 46 94．4％ 96．6％

Japanese　cedar 43 6 5 64 87．8％ 90，7％
Ragweed 10 9 3 96 52．6％ 89．8％
Gat　dander 13 15 u 79 46．4％ 78．〔｝％
Sweet　 verllal 　graSS 6 7 1 104 46、2％ 93．2％
Egg　white o 7 4 107 o％ 90．7％

R （＋）or 　R （一）＝ P 〔，sitive 　or　negative 　by　RAST ．　Q 〔＋ ）or 　Q 〔一）＝ Positive　or 　negative 　by　QAS，

Table　 4　Correlation　between　the 　tlter 〔PRU ）of

　　RAST 　and 　the 　titer（absorbance ）of　QAS

Allergen rvaluepvalue （n ）

House 　dust　1 0．935 ＜ （［，01 （118）

House 　dust　2 0．821 ＜ 0，01 （118）

窺 7襯 妙 加9θ漉 ∫

　μ 6γo ηユ
・
∬ 鰡 s

o、910 く 0，01 （118）

P 召7   妙 加go漉 s

知η

’
ησ召

O．924 〈 0．D1 （118）

Japanese　cedar O，902 く 0．01 （1エ8）

Ragweed 0．752 ＜0．1）1 （118）
Cat　dander O，676 く 0．Ol （ll8）

Sweet　vernal 　grass O．757 ＜  ．D1 （ll8
』
）

Egg 　white 一〇，014 0，5＞ （118）

（Table　 l）．

　3．QAS と皮内 テ ス ト との 相関

　QAS に よ る IgE 抗体価 と皮 内 テ ス ト閾値 と の 間 に

有意 の 正 の 相 関を認 め た（Table　2），すなわ ち，ネ コ ，

卵 白を 除 く 7 種 の ア レ ル ゲ ン に お け る QAS に よ る

IgE抗 体 価 と 皮 内 テ ス ト閾値 と の 間 に 相 関 係 数

O．471〜O．647（pく 0．01）が認め ら れ た．し か し ネ コ に

お け る両者の 相関は 弱 か っ た （r 二 〇．328，p 〈 0．05）．

　 4．QAS と RAST と の 相 関

　QAS に よ る IgE抗体 の 検 出 と RAST に よ る それ

と の 間 に 高 い
一

致率 を 認 め た （Table　3）．す な わ ち，

ネ コ を 除 く 8 種 ア レ ル ゲ ン に お け る QAS と RAST

と の
一

致率は 87．3− 96．6％ と 高値を示 し た ．また そ れ

らに お け る RAST 陽性例 の QAS と の
一

致 率 は ハル

ガ ヤ ，卵 白を除 き52．6％ 〜94，4％ と良好だ っ た．卵白

に お い て は QAS 陽性例 と RAST 陽 性例 との 間 で 全

く
．．一致を み な か っ た ．

　さ らに QAS に よ る IgE抗体価 と RAST の それ と

Abserbance40

30

20

10

r＝0．935 （ρ〈 0．01）
n＝118

　 　 　 ．　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　
・

　 　 　 ■　　　●

∴
・・
°
ピ　　．

’°

t　　 ；

，

’　　　　　．

●

　 　 　 0
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　Fig，3．　 Correlation　between　the 　titers （PRU ）by

RAST （HD 　1：）and 　the　titers（absorbance ）by　QAS
（HD 　1），

の 間に強 い 正の 相関を認め た （Table　4，　Fig．3）．すな

わち，ネ コ と卵 白を 除 く ア レ ル ゲ ン に お い て 両者 の 相

関係数 は 0．752〜0，935 〔p ＜ 0 ．01）で あ っ た ．ネ コ で は

相関係数0，676 （p＜0．01） とやや低 く，卵 白で は 両者

の 測定値 に 全 く相関を認 め な か っ た ．

考　察

　今 回 の 研究 に よ り，ア レ ル ゲ ソ 特異的 IgE抗体 の 新

しい 測定法 で あ る Quidel　Allergy　Screen （QAS ） は

ブ リ ッ ク テ ス トお よ び RAST と同等 の 精度を有す る
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IgE抗体測 定 法 で あ る こ とが 示 され た．す な わ ち，

QAS に よ る IgE抗体価 と プ リ ヅ ク テ ス ト とは 高 い
一一

致率を示 し た 〔Table　1）．ま た 皮内反応閾値 とも有意

の 正 の 相関を 認 め た （Table　2）．こ れ らQAS と皮 膚試

験 との
一

致 率 ・相 関 性 は
， す で に 報 告され て い る

RAST と皮膚試験 との
．’致率 ・

相関性 と 同程度ま た は

それ以 上 で あ っ た
5 ｝−11 ）

．ま た 今回 の 症例 に お け る こ れ

ら 9種 ア レ ル ゲ ン に対す る RAST と プ リ ッ タ テ ス ト

の
一致率も，QAS と プ リ ッ ク テ ス トの それ と全 く同等

で あ っ た （デ
ー

タ 未発表）．さ らに QAS に よ る IgE 抗

体 価は RAST に よ る そ れ と高い 一致率お よ び 強 い 正

の 相関 を示 した （Table　3，　4♪．こ れ らの こ とか ら，QAS

は ア レ ル ゲ ン 特異的 lgE抗 体 の ス ク リー＝ ン グ 法と

して 有用 と考 え られ る．

　従来，原因 ア レ ル ゲ ン の ス ク リーニ ン グ 法 と し て プ

リ ッ ク テ ス トな ど に よ る 皮 膚試 験お よ び RAST が 広

く臨床 に 供 され て きた．しか し，皮膚試験 に よ る ア レ

ル ゲ ア の 同定は簡便で あ る反面，薬剤 に よ る影響，皮

膚反応性 の 個人差を考慮 し なげれぽ ならな か っ た．ま

た 現在の RAST は 個 々 の ア レ ル ゲ ソ を別 々 に 測 定 し

なければな らず，ス ク リ
ーニ ン グ 法 とし て 多数の ア レ

ル ゲ ン を検討す る に は や や 難が ある．そ の 点今回 の

QAS に よ る特異 的 lgG 抗体 の 測定 は 試験 紙 1 枚 に 9

種 の ア レ ル ゲ ソ が被膜され て お り1 皮膚試験，RAST

に 比 し ，
ア レ ル ゲ ソ の ス ク リ

ー ニ ソ グ に よ り有用 と 考

えられ る．さ ら に ELISA に よ る 方法 で ，しか もそ の 測

定 に は 特殊な 測定装置を必要 とせ ず 肉眼 で 判定 で きる

利点 も有 して い る．

　現在 の QAS で 問題と な る こ と は
， ネ コ に お い て 皮

膚試験 との 相関が弱 い こ と，ま た 卵白に お い て RAST

と の 相関が無い こ とで ある （Table　1〜4）．こ の 原因 は

使用 され て い る ア レ ル ゲ ン （QAS ；Quidel製，　 RAST ；

Pharmacia 製，皮膚試験 ；鳥居薬品製）が 各測定法で

異 な る た め と考 えられ る．また ス ク リ
ー；ソ グ に 用 い

る ア レ ル ゲ ン の 選択 は
， 本邦に お け る ア レ ル ffン 陽性

率 の 高 い もの を採用す る必要 が あ る
15）．
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COMPARISON 　OF 　A　NEW 　SPECIFIC   E　ASSAY 　QUIDEL　ALLERGY 　SCREEN 　TO

　　　　　　　 SKIN　PRICK 　TEST ，　INTRADERMAL 　TEST ，　AND 　RAST

　　　 Itsuo　Iwamoto，　Hiroomi　Yamazaki，Akira　Kimura，　Kenichi　Ochiai，
　　　　　　　　Makoto　Tanaka，　Hisao　Tomioka　and 　Sho　Yoshida
The　Secend　DePartment（）f　ln　te　rnal ルledicine，　Chiba　University　Schoo’（ゾMedicine

　　Quidel　Allergy　Screen（QAS），　an　enzyme −liked　immunQsorbent　assay ，　has　been　developed　for　measuring 　IgE
antibodies 　against 　g　allergens （HD 　1

，
HD 　2

，
Mite　1

，
Mite　2，Japanese　cedar ，　ragweed ，catdander ，　sweet 　vernal 　grass ，

and 　egg 　white ＞at　the　same 　time．　To　determine　whether 　this　assay 　is　usefuhn 　screening 　allergen −specific　IgE
antibody ，　we 　compared 　the　titers　of　IgE　antibodies 　against 　the　g　allergens 　measured 　by　QAS　to　those　obtained 　in
skin 　prick　tests，　in　intradermal　tests　and 　by　RAST 　in　93　atopic 　asthmatics 　and 　25　norrnal 　subjects ．　We 　foundagood
agreement 　between　the　reactivity 　of　skin 　prick　tests　and 　the　reactivity 　of　QAS，There　was 　a　significant 　correlation

between　the　threshold　doses　of　intraderInal　tests　and 　the　titers　of 　QAS．　We 　also　found　a　good　agreement 　between
the　reactivityof 　RASTand 　the　reactivityof 　QAS，and 　a　strong 　correlation 　between　the　titers　of　RAST 　and 　the　titers
of 　QAS ．　 Thus ，　 it　is　 concluded 　 that　QAS　is　 usefui 　 in　 screening 　IgE　 antiboeis 　 against 　 muitiple 　 allergens

SimUltaneOuSly ．
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